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○お問い合わせ 【本庁】情報防災課　蕁43―2188　　【佐賀支所】地域住民課 蕁55―3111

風水害に備えよう
　毎年６月から１０月にかけては、梅雨や台風などの集中豪雨による水害や土砂災害の危険性が高
まる時期であるため、出水期と呼ばれています。大雨や台風が近づいているときは、気象情報を
こまめにチェックしましょう。
　また、台風は地震などと異なり、襲来が一定予測できる災害です。夜間や台風が接近してから
の避難は危険を伴います。大雨、強風、水深がひざ上まである状況など、無理に避難するよりも、
２階など高いところにとどまる方が安全な場合もあるため、早め早めの情報収集と避難の準備を
心がけるようにしましょう。

１．家の外の備え
　　大雨が降る前、風が強くなる前に行いましょう。
　□窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、必要に応じて補強する。
　□側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておく。
　□風で飛ばされそうな物は飛ばないよう固定する。家の中へ格納する。

２．家の中の備え
　□非常用品の確認
　・懐中電灯　　・携帯用ラジオ（乾電池）　・救急薬品　・衣類
　・非常用食品　・携帯ボンベ式コンロ　　・貴重品　など
　□室内からの安全対策
　　飛散防止フィルムなどを窓ガラスに貼る、万一の飛来物の飛び込みに
　備えてカーテンやブラインドをおろしておく。
　□水の確保
　　断水に備えて飲料水を確保するほか、浴槽に水を張って生活用水を確保する。

３．避難場所の確認など
　□土砂災害の危険性がある場所を町のハザードマップで確認しておく。
　□学校や集会所など、避難所への避難経路を確認しておく。
　□普段から家族で避難場所や連絡方法などを話し合っておく。
　□避難するときは、持ち物を最小限にして、両手が使えるようにしておく。

防災関係イベントのお知らせ
　今年度は、昼間と夜間の避難訓練の日程を入れ替えて開催します。
　昨年度は荒天により、町全体の避難訓練が行えませんでした。
　各地区で一人でも多くの避難訓練参加をお待ちしています。
◆８月３１日（日）
　・午後１時３０分から…第１１回 黒潮町地区防災計画シンポジウム（ふるさと総合センター）
　・午後７時から…夜間避難訓練（町内全域）
◆１１月１日（土）
　・午前８時３０分から…黒潮町総合防災訓練（町内全域）
※時間は現時点の予定です。各日程が近づきましたら改めて町公式ホームページなどでお知らせします。


